









































1 貝煉益軒 『大和俗訓』巻之- (『益軒全集』巻之三.益
軒会編,国書刊行会復刻,47-49頁)｡












































































































































































































12 益軒 『玩古目録』(『益軒資料』ニ 九州史料叢患 九州
史料刊行会編,1956年.9頁)｡
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36 常盤滞北 『民家童蒙解』前掲書 (注31)123頁｡






































































































































45 石川松太郎校註 『貝原益軒 ･室鳩巣集』(世界教育宝典
日本教育編,玉川大学出版部,1968年,23頁)0
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｢己におもひ｣となっているが.寛政六年(1794)の版本によっ
て ｢心｣に訂正した｡
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貝原益軒における｢民生日周｣に資する学問と教育論の展開(2)
事を知り,わが過をあらためて善にうつるべし｣
(429頁)67
益軒によれば,学問とは自らの愚昧と不善であるこ
との認識を明瞭にすることにより,善-の意志を自
らの内に育むことを起点とし,聖賢の書を読み,磨
史を省み,他者に問い,自らを省みるという一連の
方法的行為の中で,主体的な学びを続けて行く事に
他ならない｡学問のあり方についての益軒のこの言
明は,｢我を智ありとし善也とおもふべからず,わ
が身のちからをたのみて,人を愚なりとし,侮るべ
からず,いさめを拒ぎ,我を是とすべからず,人至
て愚なりといヘビも,一事の善なきことあたはず,
故に愚人の言をも,理あるは取用ゆべし｣(429頁)
とのべるように,学問に携わるものの人としてのあ
り方を述べたものでもあった｡
近世の家訓には,子孫に対して世子教育のあり方
を論じるという子育て論の性格が見られ,読み手の
次の世代の子育てやしつけのあり方に関する経験を
伝えようとする傾向がある68｡益軒の 『家訓』にお
いても,それは ｢幼児須レ教｣の題目のもとに集約
されている｡冒頭にも述べたように,益軒の『家訓』
訓書において展開される教育に関する見解の主要な
テーマがいわば骨格の形で現れているのであるが,
とりわけこの ｢幼児須レ敦｣の部分にはそれが明瞭
である｡
益軒81歳の年の『和俗童子訓』(宝永7年,1710)は,
｢それまで一部の学者の世界の内部に限られていた
学問や学習を,わかりやすい言葉で実践的に広く社
会のなかに開放するとともに.近世人が漠然と感じ
ていた子どもの教育に関する考え方や具体的な方法
などについて,儒学という,当時にとって普遍の学
問を土台にして言葉で表現したことにある｣ 69とい
われている｡そのような 『和俗童子訓』において展
開される教育的思惟の主な論点は,(1)意図的な
教育をいつ開始するか,(2)子どもの養育に関わ
る大人はどうあればいいのか,(3)子どもの成長
の過程に即した教育の内容はいかなるものかに集約
される｡『家訓』において,これらはどのように現
れているだろうか｡
(1)は,｢人に教ゆるの法,予めするを以て急と
なす｣という考えを基調とするものであるが,この
点は 『家訓』の第二綱 ｢幼児須レ教｣においては,
その冒頭で簡明に次のように述べられている｡
6A 太田前掲書 (注17参照),55頁｡
69 辻本雅史 『｢学び｣の復権一模倣と習熟』(角川書店,1999
午,129頁),
｢およそ小児を教育るに,始て飯を食初,もの
いひ,投入の面を兄で悦び,怒る色を知るほど
より,常にたへまなく教ゆれば,や おゝとなし
くなりて試る事なくやすし,故に小児ははやく
教べし｣(431頁)
これに反して ｢をし-いましむる事遅して,悪く癖
に成ては,改る事なり難し｣であるばかりでなく,
その時を逃してしまうと,｢後には善事をおしへて
もうつらず｣であるという｡それ故,｢偽れる事騰
り韓なるなる事を,はやくいましめて,必ゆるすべ
からず｣として.子どもにたいする早期の教育を説
くのである(同上)｡早期教育が必要であることは,
養育の任にあるものが,その時期を見逃さず教える
べきことを教えて,子どもの本性を損なわないよう
にすることに他ならない｡しかし,益軒を取り巻く
現実は,次に示すように多くの問題が見られるもの
であった｡
｢教のみちをしらざる人は,寓はしきままにし
て∴町レ誠事を却て進め,可レ答事を却て笑ひ
よろこび,さまざま悪き事を見聞せ,言ならは
せ,仕ならはせて,漸其悪きならはし,年と共
に長に至て,俄に誠れども,久しく習ひ染て,
本性のごとくなりたれは聴ず｣(431頁)
家を継ぐ子孫にたいする訓戒のなかに,子育てにお
ける早期からの教育のあり方が盛り込まれたのは,
的確なしつけと教育こそが家の後継者を育てること
が明確にとらえられていたからに他ならない｡
益軒の 『家訓』の第二綱 ｢｢幼児須レ教｣では,
その他の点においても 『和俗童子訓』の論点が既に
指摘されている｡子どもの養育に関わる大人のあり
ようについて,父母をはじめとする養育者の教育的
な役割として,｢大やう小児のあしくなりぬるは,
父母乳母かしづき馴る人の,をし-の遺しらで,英
子の本性を傷へるゆゑなり｣(431頁)と述べている
ことも,『和俗童子訓』の見解と基本的に変わりは
ない｡また,子どもの成長の過程に即した教育の内
容については,『和俗童子訓』では巻三の ｢随レ年
数レ法｣において,子どもの成長の過程に即した教
育の内容とその方法として詳細に述べられるが,『家
訓』においては,｢六歳の正月,始て数の名と,戟
邦の仮名を習しむべし｣に始まり,二十歳までの間
に,教え習わせる内容が簡明に列挙されているので
ある｡
以上述べてきたように,益軒の 『家訓』は,<先
祖-わが身一子孫>という連続的な意識のなかで,
家の継承を担う子孫に向けての教育的な訓戒として
まとめられたものであった｡益軒は,子孫とは ｢先
祖の枝葉也｣という｡先祖からの ｢家業を勤て其名
- 59 -
山中 芳和
を揚,父母先祖の名をあらはす｣(434頁)ような子 道に奉へたてまつるべき｣という天道思想によって
孫とはいかなる存在であるべきか｡親たるものは如 呼び起こされた動機に促され,益軒が自らの家の安
何にしてそのような子孫を育めばいいのか｡益軒の 定と存続,それを担う子孫に対する願望としてまと
家訓の焦点はそこにあった｡『黒田家譜』を編纂す めたものが 『家訓』であったといえよう｡
る過程において確認した,｢人の一生の勤めは唯天
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